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抄録：最近，われわれは細胞増殖因子の一つであるbasicfibroblastgrowthfactor（bFGF）

が中枢神経系に作用して胃分泌を抑制することを見いだした．今回は更に，中枢のｂＦＧＦが胃

潰傷の形成および胃排出能に影響を及ぼすか否かについてWistar系雄性ラットを用いて検討

した.その結果,ｂＦＧＦの大槽内投与は用量依存性に水浸拘束ストレス漬傷およびthyrotrOpin、

releasinghormone潰傷の発生を抑制した．しかしながら,同量を末梢に投与しても抗潰傷作用

は認められなかった.すなわち,ｂＦＧＦは中枢神経系に作用して,抗潰傷作用を有することが明

らかになった．一方，ｂＦＧＦの胃排出に及ぼす影響をphenolred法を用いて調べたところ，

bFGFの大槽内投与では胃排出能を用量依存性に抑制した．しかし,同量を末梢に投与しても胃

排出能には影響が承られなかった.すなわち,ｂＦＧＦは中枢神経系に作用して胃排出を遅延させ

ることが明らかになった.以上の成績より,ｂＦＧＦは中枢神経系においてneuromodulatorとし

て胃潰傷の形成や胃排出の調節に関与するものと考える．

（自律神経，２９：271～275,1992）

緒言

Basicfibroblastgrowthfactor（bFGF）は1974年

Gospodarowicz3)により牛の下垂体より単離同定され

たアミノ酸146個よりなるポリペプチドである．その

後の研究によりｂＦＧＦは中枢神経系を始め種々の組

織に存在することが明らかにされ，様々な細胞の増殖

に関与することが示されている4)．

一方，ｂＦＧＦはその細胞増殖因子としての作用に加

えてthyrotropinとprolactinの分泌を変化させるこ

とより内分泌機能調節に関与することが推定されてい

る').また,脳室内に投与されたｂＦＧＦがラットの摂食

量を抑制することから，ｂＦＧＦは中枢神経系において

chemicalmessengerとして生理機能調節に関与する
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可能性が指摘されている'2).しかしながら,中枢神経系

に存在するｂＦＧＦの胃腸機能調節に及ぼす影響は全

く知られていなかった．その点に関して，最近われわ

れは，脳室内に投与したｂＦＧＦが用量依存性に胃酸・

ペプシン分泌量を抑制することを見いだし，ｂＦＧＦが

中枢神経系でneuromodulatorとして胃分泌調節に関

与することを明らかにした9)．

胃酸・ペプシン分泌は胃潰傷形成の立場からは潰傷

形成的に作用することがよく知られている．ｂＦＧＦは

中枢性に胃酸・ペプシン分泌を抑制することから，胃

潰傷形成に対し抑制的に作用することが推定される．

そこで本研究ではまず，中枢のｂＦＧＦが胃潰傷形成に

及ぼす影響をふた．また胃潰傷形成に胃分泌と共に重

要な役割を果たすことが知られている胃運動を評価す

るために，ｂＦＧＦの胃排出機能に及ぼす効果について

も検討した．
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